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鳥たちの気象防災講座（磁気嵐編）

出典：NICT 宇宙天気予報 オーロラ・アラート

https://aurora-alert.nict.go.jp/

昭和基地のリアルタイムモニター
や、過去のオーロラアーカイブも
あります

mailto:hagimashi5@gmail.com
https://aurora-alert.nict.go.jp/
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女満別観測施設

鹿屋観測施設

柿岡地磁気観測所

父島観測点

かつて中央気象台で行われていた地磁気観測は
市内電車の開通で継続できなくなり、大正2年、
寺田寅彦の選定により、柿岡の地で観測が始まった。

地磁気観測所

気象研究所

筑波山

霞ヶ浦



出典：情報通信研究所季報「静止軌道の宇宙環境監視・予測の重要性」
https://www.nict.go.jp/publication/shuppan/kihou-journal/houkoku67-1_HTML/2021S-03-03.pdf 3
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https://www.nict.go.jp/publication/shuppan/kihou-journal/houkoku67-1_HTML/2021S-03-03.pdf


鳥たちの気象防災講座（台風編）

２０２３年１２月１６日バードリサーチ鳥類学大会 4

気象予報士会 関西支部
気象防災アドバイザー

太田  佳似

hagimashi5@gmail.com

出典：日本鳥学会誌
Vol.65,No.1,May,2016

出典：日本鳥学会誌
Vol.69,No.1,May,2006

出典：日本鳥学会誌
Vol.66,No.2,November,2017

出典：Wikipedia
2015年台風11号

出典：日本鳥学会誌
Vol.67,No.1,May,2018
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日本鳥類目録改訂6版(2000年)542種から、改訂8版(2023年)645種まで、23年間で
追加された105種中92種（黄色以外）は迷鳥。こんなに迷鳥が多いのはなぜだろう？
科名 種名 科名 種名 科名 種名

アオガン ウミスズメ科 アメリカウミスズメ ズグロムシクイ科 コノドジロムシクイ
インドガン アビ科 ハシグロアビ メジロ科 チョウセンメジロ
ナンキンオシ クビワオオシロハラミズナギドリ ムクドリ科 バライロムクドリ
ミカヅキシマアジ シロハラアカアシミズナギドリ ハイイロチャツグミ
アカノドカルガモ ハワイセグロミズナギドリ ミナミトラツグミ
アメリカビロードキンクロ オガサワラヒメミズナギドリ オレンジジツグミ
オウギアイサ オガサワラミズナギドリ ウタツグミ

アマツバメ科 クロビタイハリオアマツバメ トキ科 ブロンズトキ ヤドリギツグミ
バンケン ペリカン科 ホシバシペリカン クロウタドリ（和名検討中）
オニカッコウ アメリカハイイロチュウヒ ハチジョウツグミ
キジカッコウ ハクトウワシ ミヤマヒタキ
ヒメカッコウ カワセミ科 ミツユビカワセミ チャムネサメビタキ
オウチュウカッコウ ハチクイ科 ルリオハチクイ ムナフヒタキ
オオジュウイチ キツツキ科 チャバラアカゲラ ロクショウヒタキ
ヒメモリバト サンショウクイ科 リュウキュウサンショウクイ ヨーロッパコマドリ
クロアゴヒメアオバト カンムリオウチュウ ホントウアカヒゲ
ウズラクイナ ハイイロオウチュウ リュウキュウキビタキ
ミナミクイナ オウチュウ ニシオジロビタキ

セイタカシギ科 オーストラリアセイタカシギ カササギヒタキ科 クロエリヒタキ セアカジョウビタキ
ヨーロッパムナグロ モズ科 セアカモズ カワビタキ
ミズカキチドリ カラス科 ニシコクマルガラス シロビタイジョウビタキ
アメリカオグロシギ キバラガラ コシジロイソヒヨドリ
コシジロウズラシギ オリイヤマガラ マミジロノビタキ
アメリカイソシギ ヒバリ科 コウテンシ クロノビタキ
ボナパルトカモメ ツバメ科 タイワンショウドウツバメ ニシツメナガセキレイ
チャガシラカモメ ウグイス科 チョウセンウグイス マキバタヒバリ
ヒメカモメ シセンムシクイ ウスベニタヒバリ
ワライカモメ ヤナギムシクイ アトリ科 オガサワラカワラヒワ
アメリカズグロカモメ アムールムシクイ イワバホオジロ
アイスランドカモメ オオムシクイ チャキンチョウ
ニシセグロカモメ コムシクイ シベリアアオジ
ベンガルアジサシ スゲヨシキリ サバンナシトド
アメリカコアジサシ マンシュウイナダヨシキリ ウタスズメ
キョクアジサシ ヤブヨシキリ カオグロアメリカムシクイ

ウミスズメ科 ヒメウミスズメ ヒメウタイムシクイ キヅタアメリカムシクイ

ミズナギドリ科

タカ科

オウチュウ科

シジュウカラ科

ムシクイ科

ヨシキリ科

ツグミ科

ヒタキ科

セキレイ科

ホオジロ科

ゴマフスズメ科
（和名検討中）

アメリカムシクイ科

シギ科

カモメ科

カモ科

ハト科

カッコウ科

クイナ科

チドリ科

（＊）黒字は改訂７版での追加、赤字は改訂８版での追加。なお、改訂８版では、改訂７版で追加された迷鳥２０種が検討種に変更されたため、本表から省いている。



気象研究所の雲友 荒木健太郎さん

6



1998年から2024年までの日本鳥学会誌の
観察記録に記載された128例の迷鳥を解析
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（＊）レーダーによる米コーネル大学やジョージア大学の研究により、シギ・チドリ類や６０種以上の
小鳥類が、寒冷前線通過時に飛び立ち、後面の気流を渡りに利用していることが明らかになっている

定期
１件

台風
１１件

寒冷前線
３１件

低気圧
３０件

停滞前線
１９件

寒気１３件

不明
２件
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（＊）

北米渡来
１８件

全１２８件中、気象要因と特定できたのは、１０７件（約８４％）に達した。

偏東風
３件



（＊）レーダーによる米コーネル大学やジョージア大学の研究により、シギ・チドリ類や６０種以上の
小鳥類が、寒冷前線通過時に飛び立ち、後面の気流を渡りに利用していることが明らかになっている

定期
１件

台風
１１件

寒冷前線
３１件

低気圧
３０件

停滞前線
１９件

寒気１３件

不明
２件
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（＊）

北米渡来
１８件

日本より東にある北米からの迷鳥は、本当に気象要因ではないのだろうか？

偏東風
３件

全体の１/７
１４％
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出典：NOAA  GOES衛星写真
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アリューシャン低気圧

日本

アラスカ

後続の低気圧

HYSPLIT解析（1月3日～7日）

2010年1日19日渡来

2010年1月6日21時
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アリューシャン低気圧

日本

アラスカ

後続の低気圧

2010年5月10日09時

HYSPLIT解析（5月7日～13日）

2010年5日29日渡来
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NEXRAD観測所
SuperMAG磁力観測所＋

2023年10月9日付「米国科学アカデミー紀要（PNAS）」
の米ミシガン大学のエリック・ガルソン・カスティーヨら
の研究によると、激しい地磁気擾乱（５００ｎT以上）で、
春と秋の渡り鳥の数が９～１７％減少し、また、地磁
気擾乱中は、風に流されて迷鳥の数も増えることが
分かった。１１年の長期的な太陽活動周期も鳥の渡り
行動に影響を与えるかも知れないという。

2024年に「極大期」を迎える太陽が、鳥たちにどのような影響を与えるのか｜エスクァイア日本版 (esquire.com)出典：

レーダーで鳥の渡りを追跡

多数の観測所の
地磁気データ

https://www.esquire.com/jp/lifestyle/a45759557/how-the-sun-solar-maximum-will-affect-birds-migration/
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地磁気嵐 一般に、中緯度で観測される地磁気嵐は
急始型（ＳＣ型）と緩始型（ＳＧ型）。急始型地磁
気嵐は地磁気水平成分（Ｈ成分）の急激な増加（Ｓ
ＳＣ）で始まり、１～３時間程度の磁場増加が継続
し（初相）、その後大きく減少し（主相）、やがて
回復に向かう（終相）。緩始型地磁気嵐はＳＳＣを
伴わず開始が明確ではない。発達過程は急始型と同
じ。両型とも開始から終わりまで１日から数日程度。

柿岡 ★

急始型（ＳＣ型）

全磁力 水平成分

https://www.gsi.go.jp/REPORT/TECHNICAL/gsigijutsu2.htm#sokuti1

https://www.kakioka-jma.go.jp/info/mstorm/200612140.html

約１％

出典：気象庁 地磁気観測所「2006年12月14日に発生した磁気嵐について(その3)」

出典：国土地理院「技術資料リスト-2」

https://www.gsi.go.jp/REPORT/TECHNICAL/gsigijutsu2.htm#sokuti1
https://www.kakioka-jma.go.jp/info/mstorm/200612140.html
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1988年6月24日に開催されたフランスから英国への国際
伝書鳩レースでは、運悪く強い磁気嵐が起きてしまった。
放たれた5000羽の鳩のうち、2日後のレース閉幕までに
帰れたのは僅か283羽（約6%）。これをきっかけに鳩の
帰巣能力と磁場に関する多くの実験が行われている。

１９８８年６月２４日～２７日の地磁気変動

地磁気データサービス (kyoto-u.ac.jp)地磁気データ提供：京都大学 地磁気データサービス

https://www.nict.go.jp/publication/shuppa
n/kihou-journal/kihou-vol35no7/0501.pdf

出典：ＮＩＣＴ「リアルタイム世界地磁気
データによる磁気圏ダイナミックスの診断」

https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/wdc/Sec3-j.html
https://www.nict.go.jp/publication/shuppan/kihou-journal/kihou-vol35no7/0501.pdf
https://www.nict.go.jp/publication/shuppan/kihou-journal/kihou-vol35no7/0501.pdf
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渡り鳥のヨーロッパコマドリの網膜の2種類
の光受容細胞（複合錐体と長波長感受性
単一錐体）の外節に存在するクリプトクロム
タンパク質のErCRY4 がフラビン・アデニン・
ジヌクレオチド（FAD）と複合体となり、紫外
線で励起されたErCRY4–FADH＊が、磁場と
の相互作用で増加することで磁場センサー
として働く。その発現レベルは、渡りの季節
が近づくにつれて増加した。

https://www.ks.uiuc.edu/Research/cryptochrome/

出典：イリノイ大学Theoretical and Computational Biophysics Group
「Cryptochrome and Magnetic Sensing」

Erithacus rubecula

出典：natureダイジェスト2021年6月号

https://www.ks.uiuc.edu/Research/cryptochrome/
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① 日本鳥学会誌の１８事例（左表）の他、AE指数のデジタル数値データが提供
されている１９９０～２０１９年の範囲で右表の２３事例を追加（計４１事例）。

② １日のうちでＡＥ指数（１分値）が
５００ｎTを超える回数（分数）で評価。

北米渡来の迷鳥 渡来日

コキアシシギ 1995/9/22

ミカヅキシマアジ 1996/1/1

コキアシシギ 1999/9/11

ワライカモメ 2000/6/26

北米渡来の迷鳥 渡来日 アメリカオオハシシギ 2000/8/12

ウィルソンアメリカムシクイ 1991/10/13 オビハシカモメ 2002/1/19

サバンナシトド 1998/4/3 アメリカムナグロ 2002/5/15

ハクトウワシ 2001/7/25 アメリカイソシギ 2003/5/17

クビワキンクロ 2006/3/14 サバンナシトド 2004/2/29

コシジロウズラシギ 2006/8/5 ユキヒメドリ 2004/4/29

クビワキンクロ 2007/1/21 コモンシギ 2004/9/22

ウタスズメ 2007/5/5 ハイイロチャツグミ 2004/10/6

サバンナシトド 2009/2/26 アメリカズグロカモメ 2005/8/28

キヅタアメリカムシクイ 2010/1/19 ヒメハマシギ 2006/9/10

コシジロウズラシギ 2011/8/5 ミズカキチドリ 2006/11/17

ミズカキチドリ 2012/9/20 アメリカオグロシギ 2007/5/5

クビワキンクロ 2013/2/15 ワライカモメ 2008/7/15

コシジロウズラシギ 2013/5/21 ワライカモメ 2010/5/29

アメリカウミスズメ 2014/7/8 コキアシシギ 2011/10/17

オウギアイサ 2017/1/28 アメリカコアジサシ 2014/7/18

カオグロアメリカムシクイ 2017/2/6 アシナガシギ 2015/9/29

アメリカビロードキンクロ 2019/1/20 コモンシギ 2017/4/10

ハクトウワシ 2020/1/27 コシジロウズラシギ 2019/8/10

日本野鳥の会研究報告書Strix他の観察記録

日本鳥学会誌の観察記録
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キヅタアメリカムシクイ 2010/1/19
↓

地磁気データサービス (kyoto-u.ac.jp)地磁気データ提供：京都大学 地磁気データサービス

ミカヅキシマアジ 1996/1/  1
↓

オビハシカモメ 2002/1/19
↓

アメリカビロードキンクロ 2019/1/20
↓

クビワキンクロ 2007/1/21
↓

オウギアイサ 2017/1/28
↓

カオグロアメリカムシクイ 2017/2/  6
↓

クビワキンクロ 2013/2/15
↓

サバンナシトド 2009/2/26
↓

ハクトウワシ 2020/1/27
↓

2020年以降は暫定データしかなくプロット図のみ （AU-AL)/2＝AE

AE（Auroral Electrojet）指数：
オーロラ帯の地磁気変動量
下図の橙色は５００ｎT以上

https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/wdc/Sec3-j.html
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アメリカオグロシギ 2007/5/  5
↓

地磁気データサービス (kyoto-u.ac.jp)地磁気データ提供：京都大学 地磁気データサービス

ユキヒメドリ 2004/4/29
↓

ウタスズメ 2007/5/  5
↓

アメリカムナグロ 2002/5/15
↓

アメリカイソシギ 2003/5/17
↓

コシジロウズラシギ 2013/5/21
↓

コモンシギ 2017/4/10
↓

AE（Auroral Electrojet）指数：
オーロラ帯の地磁気変動量
下図の橙色は５００ｎT以上

クビワキンクロ 2006/3/14
↓

サバンナシトド 1998/4/  3
↓

サバンナシトド 2004/2/29
↓

https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/wdc/Sec3-j.html


ハクトウワシ 2001/7/25
↓
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地磁気データサービス (kyoto-u.ac.jp)地磁気データ提供：京都大学 地磁気データサービス

ワライカモメ 2010/5/29
↓

ワライカモメ 2000/6/26
↓

アメリカウミスズメ 2014/7/  8
↓

ワライカモメ 2008/7/15
↓

アメリカコアジサシ 2014/7/18
↓

AE（Auroral Electrojet）指数：
オーロラ帯の地磁気変動量
下図の橙色は５００ｎT以上

コシジロウズラシギ 2019/8/10
↓

コシジロウズラシギ 2011/8/  4
↓

コシジロウズラシギ 2006/8/  5
↓

アメリカオオハシシギ 2000/8/12
↓

https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/wdc/Sec3-j.html
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地磁気データサービス (kyoto-u.ac.jp)地磁気データ提供：京都大学 地磁気データサービス

アメリカズグロカモメ 2005/8/28
↓

ヒメハマシギ 2006/9/10
↓

ミズカキチドリ 2012/9/20
↓

コモンシギ 2004/9/22
↓

アシナガシギ 2015/9/19
↓

ハイイロチャツグミ 2004/10/6
↓

ウィルソンアメリカムシクイ 1991/10/13
↓

ミズカキチドリ 2006/11/17
↓

AE（Auroral Electrojet）指数：
オーロラ帯の地磁気変動量
下図の橙色は５００ｎT以上

コキアシシギ 1999/9/11
↓

コキアシシギ 1995/9/22
↓

コキアシシギ 2011/10/17
↓

https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/wdc/Sec3-j.html


写真出典：日本鳥学会誌Vol.59,No.2,October,2010

天候の影響か、地磁気センサーの誤りか、
北米から渡って来たキヅタアメリカムシクイ
（鎌倉市稲村ヶ崎にて日本初記録、2010年1月19日）
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（＊）レーダーによる米コーネル大学やジョージア大学の研究により、シギ・チドリ類や６０種以上の
小鳥類が、寒冷前線通過時に飛び立ち、後面の気流を渡りに利用していることが明らかになっている

定期
１件

台風
１１件

寒冷前線
３１件

低気圧
３０件

停滞前線
１９件

寒気１３件

不明
２件
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北米からの迷鳥も、すべて気象要因（磁気嵐とアリューシャン低気圧）らしい

磁気嵐
１７件

アリューシャン
低気圧
１件

偏東風
３件 （＊）
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春の渡り(9事例)

秋の渡り（14事例）

渡
来
日

北米からの迷鳥が渡来する何日くらい前に磁気嵐が起きたかを調べると、
春の渡りでは渡来日近く、秋の渡りでは渡来日のやや前に磁気嵐が起きていた。
これは鳥の渡り行動を反映しているものと考えられる。

先に紹介した米ミシガン大学の研究に合わせ、
春の渡りは3/1～6/1、秋の渡りは、8/1～11/15



秋の渡り（9月～11月）

Google Earth
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オーロラ帯のＡＥ指数観測所

太陽風によるオーロラ帯の形成

春の渡り（3月～5月）

Google Earth

This figure is drawn by Lambert projection with the 
geomagnetic north pole at its center (kyoto-u.ac.jp)

出典：京都大学 AE指数ホームページ「AE観測所」

繁殖地に到着直前に磁気嵐に遭遇しオーバーシュート

渡り開始時に磁気嵐に遭遇し、迷ってから日本へ到達

https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/aedir/ae2/AEObs.html
https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/aedir/ae2/AEObs.html


①悪天候による漂行（wind drift）
②若鳥や 個体の目的地超過（over-shooting）
③逆方向の渡り（reverse migration）
④鏡像ルートの渡り（mirror-image misorientation）
⑤分布域の拡大（diffusion）
⑥近縁種との混群での渡り
さらに複数の要因が絡み合うこともある。

④鏡像ルートの渡り③逆方向の渡り

鳥自身の地磁気
センサーの誤り？

シベリアには膨大な数の鳥がいるので、ごく
稀なセンサー異常でも結構な数の迷鳥が
ヨーロッパに来るのだろうと考えられていた。

個体の磁気センサー誤りより
地磁気嵐の影響の可能性の方が大きいだろう
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２０２４年５月１０日～１４日の地磁気変動 2月  9日 アメリカセグロカモメ 第１回冬羽
2月16日 カリフォルニアカモメ
3月  4日 アメリカセグロカモメ 第２回冬羽
4月10日 クビワキンクロ
4月19日 クビワキンクロ
4月26日 コキアシシギ
4月27日 コシジロウズラシギ
6月21日 ミズカキチドリ
7月  2日 ワライカモメ
7月12日 ミズカキチドリ
8月  2日 アメリカムナグロ

２０１５年９月７日～１１日の地磁気変動（解析した４１事例中、最強の磁気嵐）
アシナガシギ
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https://www.bousai.city.kyoto.lg.jp/cmsfiles/contents/0000000/143/02kamigyou_nakagyou.pdf出典：京都市防災ポータルサイト

https://www.bousai.city.kyoto.lg.jp/cmsfiles/contents/0000000/143/02kamigyou_nakagyou.pdf
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オーロラ帯とその周辺を「磁気嵐警戒区域」として、オーロラの頻度で色分けした。
南半球には繁殖地となる陸域が少ないため、影響を受ける鳥種は少ない。

出典：コトバンク「省報道資料「日本大百科全書(ニッポニカ) 「オーロラ」の意味・わかりやすい解説」に加筆
https://kotobank.jp/word/%E3%81%8A%E3%83%BC%E3%82%8D%E3%82%89-1515294

オーロラ帯（年１００回以上オーロラ発生）

オーロラ側帯（年１０回以上オーロラ発生）

（注）「磁気嵐警戒区域」「オーロラ側帯」は仮称です。
一般に認知された用語ではありません。

（注）磁極は少しずつ移動するので、磁気嵐警戒区域もゆっくりと変化する

https://www.nipr.ac.jp/info/notice/20210908.html
参考：国立極地研究所 研究成果「オーロラ帯の過去3000年間の変化を再現」

https://kotobank.jp/word/%E3%81%8A%E3%83%BC%E3%82%8D%E3%82%89-1515294
https://www.nipr.ac.jp/info/notice/20210908.html
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北半球のオーロラ帯の磁気嵐強度の季節変動（1990～2019年30年平均）を
見ると、明らかに季節変動があり、春と秋に強く、冬より夏が強い。従って
春秋に渡る鳥にとっては、今の地球の地磁気環境は、あまり好ましくない。
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出典：JAXA
宇宙科学研究所
ISASnews429に加筆
「太陽風を大口で
 食べ続ける磁気圏」
https://www.isas.jaxa.j
p/outreach/isas_news/
files/ISASnews429.pdf

北半球

南半球

南半球の観測値はないので、北半球の磁気嵐強度を

年周期（紺色）と春秋分点効果（equinoctical effect）（橙色）
に分解し、年周期を反転させて春秋分点効果と加算した。

春秋分点効果

磁気リコネクション

出典：Wikipedia

磁場の再配置で磁場の
エネルギーが運動や熱
エネルギーに変換される。
磁気圏の磁気再結合は
オーロラを発生させる。

https://ir.soken.ac.jp/record/1430/files/%E7
%94%B21237_%E6%9C%AC%E6%96%87.pdf

参考：総合研究大学院大学 複合科学研究科
極域科学専攻 吉田明夫 博士論文
「地磁気活動の季節変化と長期変化」

北半球（上図）の紺色の
夏冬を逆転させて作成

https://www.isas.jaxa.jp/outreach/isas_news/files/ISASnews429.pdf
https://www.isas.jaxa.jp/outreach/isas_news/files/ISASnews429.pdf
https://www.isas.jaxa.jp/outreach/isas_news/files/ISASnews429.pdf
https://ir.soken.ac.jp/record/1430/files/%E7%94%B21237_%E6%9C%AC%E6%96%87.pdf
https://ir.soken.ac.jp/record/1430/files/%E7%94%B21237_%E6%9C%AC%E6%96%87.pdf
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https://natgeo.nikkeibp.co.jp/nng/article/news/14/9395/

出典：ナショナルジオグラフィック日本版サイト
「渡りをするチョウが迷わない理由は？」

北米産のオオカバマダラは春から夏に
3〜4世代を重ねて北上。秋に一気に
3,000km以上も南下し、樹上の枝や葉
などに止まりながら集団で越冬する。

米マサチューセッツ大学ウースター校
の神経生物学者スティーブン・レパート
らによると、オオカバマダラは体内に保
持する青色光受容体タンパク質クリプ
トクロムが波長の長い紫外線A波（UV-
A）をエネルギーに変えることで、磁場
の小さな変化を感知しているという。渡
りの際には、磁場の勾配をこの体内コ
ンパスで感知して南北間を移動する。
主に利用するのは、日の差す方角だ
が、越冬地に向かえば雲も多くなるた
め、磁気コンパスは優れたバックアップ
システムとなっている。

https://monarchwatch.org/migration/

出典：MonarchWatch「Monarch Migration」に加筆

https://www.um.u-tokyo.ac.jp/UMUTopenlab/library/b_25.html

出典：東京大学総合研究博物館 UMATオープンラボ
「B25 アサギマダラとオオカバマダラ」

https://natgeo.nikkeibp.co.jp/nng/article/news/14/9395/
https://monarchwatch.org/migration/
https://www.um.u-tokyo.ac.jp/UMUTopenlab/library/b_25.html


https://youtu.be/T35xqIdDl7U?si=b23gdne5jQjAdpHe
出典：TBS NEWS「2025年に“大停電”の可能性も「大規模な太陽フレア」でスマホ、GPS、カーナビが繋がりにくくなる? 私たちの生活への影響は」
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https://youtu.be/T35xqIdDl7U?si=b23gdne5jQjAdpHe


https://youtu.be/T35xqIdDl7U?si=b23gdne5jQjAdpHe
出典：TBS NEWS「2025年に“大停電”の可能性も「大規模な太陽フレア」でスマホ、GPS、カーナビが繋がりにくくなる? 私たちの生活への影響は」
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https://youtu.be/T35xqIdDl7U?si=b23gdne5jQjAdpHe


https://sdgs.yahoo.co.jp/originals/188.html
出典：Yahoo! JAPAN SDGs「スマホが使えなくなる!? 2024年に起こりうる「宇宙天気災害」とは ＃災害に備える」
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「宇宙天気予報士」の創設に
注力している斉田季実治さん



ご清聴ありがとうございました。
ご質問はございますか？
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